
【ポスターの部 中学校３年生】

最 優 秀 賞 原 愛 梨 沙 優 秀賞 石 﨑 桜 優 秀賞 小 田 樹 里

高 岡 市 立 志 貴 野 中 学校 滑 川市 立 早 月 中 学 校 射 水市 立 新 湊 中 学 校

【 作 品 制 作 の 願 い 】 【 作 品 制 作 の 願 い 】 【 作 品 制 作 の 願 い 】

食品ロスを減らすことが地球 温 資源の再利用や再使用等、身近で 海洋プラスチックを減らすために

暖化防止へつながる一つの 行動 できる活動に取り組むことは、ご できる身近なことはレジ袋の使用

だと思ったので文字で表 しまし みの減量化につながる。そして、 を減らすことだと思います。1人1

た。また、富山の名産 を絵にし、 その活動は、地球温暖化の防止、 人の小さな行動が悪化する地球の

地産地消を今後よ り行える国に しいては、美しい地球を守るため 問題の進行を遅らせられると思い

なったら良いな と思いました。 の活動であることを一人一人意識 ます。マイバッグを使おうと思え

していくことが大切である。 るような作品を目指しました。

佳 作 越 橋 愛 佳 作 山 本 千 帆 佳 作 杉 本 七 遥

高 岡 市 立 志 貴 野 中 学校 黒 部市 立 明 峰 中 学 校 入 善町 立 入 善 西 中 学 校

【 作 品 制 作 の 願 い 】 【 作 品 制 作 の 願 い 】 【 作 品 制 作 の 願 い 】

地 球 温 暖 化 を 防 ぐ た め に 、 レ 近 年 、 世 界 で 地 球 温 暖 化 が加 食 費ロ ス が 毎 年増 え て き て い

ジ 袋 の 使 用 を 避 け 、 お 出 か け 速 し て い る こ と を 、 ニ ュ ース ま す。 誰 に だ って 嫌 い な 食 べ

す る と き は 積 極 的 に マ イ バ ッ で 頻 繁 に 見 聞 き し ま す 。 地球 物 はあ る か も しれ ま せ ん 。 で

グ を 持 ち 歩 く よ う 心 が け て ほ 温 暖 化 防 止 ポ ス タ ー で 、 少し も どん な 食 べ 物も お い し く 調

し い で す 。 で も 地 球 温 暖 化 対 策 に 関 心を 理 して く だ さ る家 族 や コ ッ ク

高 め て も ら え れ ば 、 う れ しい さ んた ち 、 命 をく れ た 食 材 た

で す 。 ち のこ と 、 あ りが た い と 思 い

ま せん か 。 感 謝の 心 を 忘 れ な

い でく だ さ い 。



佳 作 海 老 澤 琉 佳 作 川 口 直 輝 佳 作 伊 藤 丈 翔

射 水 市 立 大 門 中 学 校 射 水市 立 新 湊 南 部 中 学 校 小 矢部 市 立 大 谷 中 学 校

【 作 品 制 作 の 願 い 】 【 作 品 制 作 の 願 い 】 【 作 品 制 作 の 願 い 】

毎 年 海 洋 ご み は 増 え 続 け て い 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク な ど の ごみ 近 年、 ご み の ポイ 捨 て が 生 物

ま す 。 プ ラ ス チ ッ ク ご み は 太 で 、 人 間 が ほ か の 生 物 の 生活 の 健康 を 害 し てい る と 聞 き 、

陽 光 に よ る 劣 化 で CO2を 発 生 を 奪 っ て い る こ と を 表 し まし 生 物と 海 を 汚 し今 の 地 球 の 現

さ せ 、 生 き 物 の 生 活 に も 多 く た 。 よ り 多 く の 人 に お 舞 起こ 状 を表 し ま し た。

の 悪 影 響 を 及 ぼ し ま す 。 こ れ っ て い る 問 題 を 知 っ て も ら

以 上 人 の 手 に よ っ て 地 球 が 壊 い 、 自 分 で で き る こ と を 考え

れ て ほ し く な い で す 。 て ほ し い で す 。


